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  【報告】 

・【第 29 回 CIEC サタデーカフェ】 

テーマ：情報教育の学習ツールに 360°全円周画像を活用できるのか？   

開催日：2024 年 1 月 20 日(土)20:00－21:00  

開催形態：ZOOM によるオンライン開催  

主 催：小中高部会  

 

・【第 30 回 CIEC サタデーカフェ】 

テーマ：SARTRAS 共通目的事業による著作権学習教材の制作と公開   

開催日：2024 年 2 月 17 日(土)20:00－21:00  

開催形態：ZOOM によるオンライン開催  

主 催：小中高部会  

 

・【第 31 回 CIEC サタデーカフェ】 

テーマ：今後の多文化共生社会に向けた授業づくり、学校の取り組み   

開催日：2024 年 4 月 20 日(土)20:00－21:00  

開催形態：ZOOM によるオンライン開催  

主 催：小中高部会 

 

・【第 32 回 CIEC サタデーカフェ】 

テーマ：ソーシャルメディアを通じたコミュニケーションにおける露出と覗き  

開催日：2024 年 5 月 18 日(土)20:00－21:00  

開催形態：ZOOM によるオンライン開催  

主 催：小中高部会  

 

・【CIEC 第 131 回研究会】 

テーマ：Towards a Global Digital Infrastructure for Close-to-Practice Research in Education  

(教師の知恵を結集する：Camtree のデジタルライブラリで教育を革新)  

開催日：2024 年 6 月 9 日(日) 17:00－18:30（日本時間） 

開催形態：ZOOM によるオンライン開催  

主 催：国際活動委員会（共催：生協職員部会・小中高部会）  

 

【第 29回 CIECサタデーカフェ】  
【開催概要】 

開催日：2024 年 1 月 20 日(土)20:00－21:00 

スピーカー：布施雅彦氏(福島工業高等専門学校) 

テーマ：情報教育の学習ツールに 360°全円周画像を活

用できるのか？   

会 場：Zoom によるオンライン開催 

プログラム：20:00－20:15【話題提供】 

20:15－21:00 【フロアとのフリーディスカッション】 

 

 

 

 

 

2024 年第 1 回目となる、第 29 回 CIEC サタデーカフ

ェは「情報教育の学習ツールに 360°全円周画像を活用

できるのか？」をテーマに、福島工業高等専門学校の

布施雅彦氏による話題提供となりました。最初のスラ

イドで、今日の結論を言われました。それは「スマー

トフォンで無料で作るバーチャルツアー」でした。現

在では、本格的な学習ツールにはまだならないようで

すが、「お金はないけど、でも作ってみたい。」という

方には一度試してほしいということでした。まず、バ

ーチャルツアー画像の紹介をされました。代表的なも

のとして、「日本科学博物館」や「姫路城」のバーチャ

ルツアーです。それぞれの建物の中をすべて見ること
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ができ、非常に実感的なものでした。また布施氏の地

元いわき市の、「いわき市デジタルミュージアム」の事

例を挙げられ、３Ｄスキャンのフタバスズキリュウの

骨格見本の 360 度回転画像や国宝である白水阿弥陀堂

のバーチャル画像を見せていただきました。さらに、

布施氏が関わっておられるものとして、「いわき市石炭

化石館」でのバーチャルツアーの画像を紹介され、こ

れについては布施氏の学生による制作のようで、石炭

化石館がコロナによって臨時休館を余儀なくされ、そ

の影響もありバーチャルツアーを公開してもらえるよ

うになったということで、単なるツアーだけではなく、

重要なポイントではガイド動画で説明を見ることがで

きるようになっています。これ以外には、「いわき市小

中学校版画展」のバーチャルツアーの制作にも取り組

んでおられ、コロナの影響で現地へ行くことができな

い人たちに向けて公開されているようです。また、「い

わき市芸術文化会館総合案内マップ」では、施設案内

リーフレットに QR コードが載せられており、そこにア

クセスすると案内ツアーが見られるようになっていま

す。 

さて、高校での情報科の必履修科目が「情報Ⅰ」と

なり、プログラミングなど論理的思考・創造想像力・

問題解決に重きが置かれ、PC を使っての情報活用能力

の育成、コンピュータやアプリの使い方、またそれら

を使って何をするのかを考えるといったものが減少し

ていると感じておられるようです。「コンピュータを使

ってみたいと思い、いろいろ始めた人間からすると理

論的なことが増え、スキル面が減っているという感じ

で少し悲しい。」ともおっしゃられています。PC という

観点で見ても知識中心になり、実用的な観点のものが

なくなりつつあると指摘され、写真加工やデザイン等

の作業に至っては、専門家だけが学べばよいという雰

囲気になっていると感じておられるようです。ワード

やエクセル、パワーポイントなども、教科書での扱い

はかなり減っているが、データサイエンスが脚光を浴

びている関係で、エクセルのみ少し需要が上がってい

るように感じるというお話もありました。 

全円周画像についてはかなり前から取り組んでおら

れ、学生に作らせ

たり地域と連携し

たりして活動して

おられます。しか

し、現在では技術

も発達し、スマー

トフォンでバーチ

ャルツアー画像を無料で作れるようになってきたので

それを紹介したいということでした。かつてはカメラ

も円球型のものなど高価なものが多かったのですが、

これがスマートフォンで代用できるようになっている

そうです。また、サーバーも、有料であれば多くの企

業から提供されているようですが、Matterport 社の提

供するサービスでは、機能制限はあるものの、無料で

できるプランも用意されているそうです。さらに、福

島県の天鏡閣という観光施設では、施設の都合上、三

脚を置くことができないことから、スマートフォンを

用いた手持ちでの撮影にチャレンジされたとのことで

した。当然、ずれは生じるので、補助具をうまく使っ

て、できるだけずれの少ない画像が撮れないかと思案

しているところだそうです。また、身近な活用事例と

して、デジタルツイン機能を用いると、バーチャルと

リアルの合成が可能であるということで、実際にアパ

ートの間取りをスマートフォンで撮影し、その映像を

PC で起動させた画面上で長さを測ることができる機能

も紹介されたところで、話題提供が終了となりました。

(これらで紹介された事例については、リンクの提供も

いただきました。) 

ここからは、質疑応答に移りました。「スマートフォン

を用いて様々な物の長さが測れる機能は、家庭科でも

使えそうだ。」という話が出され、「建築や不動産関係

の人はよく使っているのではないか。本来ならより性

能のいいカメラを用いると誤差も少ない。」との答えで

したが、「学校教育ではそんな厳密さを求めることはな

く、それよりも安価で簡単にできる方がよい。その手

法を用いて専門家が行っていることを体験できること

が大切。」とも言われ、「サーバーの契約は、無料プラ

ンではできることとできないことがあるので、実際に

検証した方がいい。自動だからとても便利であること

と、逆にカスタマイズできなくなっていて困ることも

ある。」と布施氏は言われています。また別の参加者か

らは、「社会の教員としては、これまでいろいろな所に

出かけては写真を撮って帰り、それを生徒に授業で見

せていたが、ただ写真を見せるのではなく、360°で見

られる画像を提供できるのはとてもよい。生徒たちに

とって、自分が見たい角度に合わせて画像を見ること

ができるという機能に魅力を感じた。」と話され、「こ

れは対象物が動いていても大丈夫なのか。」という質問

に布施氏は、「対象物が止まっているものに対して撮影

するのが普通で、動いているものを撮影するには両面

にレンズが付いたアクションカメラを用いた方がい

い。」ということでした。さらに機能面についての質問

では、「画像の処理速度は、枚数が少なければ 15 分ほ

どで処理できるが、写真が多くなると一晩かかること

もある。また他の競合サービスとしては、現在のとこ

ろ、無料プランで、スマートフォンでの撮影に対応し、

自動で合成画像を生成してくれるのは Matterport社し

かないと思う。」というお答えでした。 

今回、14 名の参加で、テクニカルな内容の話題だった

のですが、とても興味深いお話でした。これまでは、

機器をきちんとそろえたプロしかできなかったことで

したが、誰でも手軽に挑戦できる時代がもうそこまで

来ているということを改めて感じました。そういう意

味では、小中学校での GIGA 端末を用いての教育活動で

も応用できる事例ではないかと感じたところです。今

回の話題提供者である布施氏を始め、ご参加頂いた

方々にこの場をお借りして厚く御礼を申し上げます。

ありがとうございました。（文責：平田義隆） 

 

【第 30回 CIECサタデーカフェ】  
【開催概要】 

開催日：2024 年 2 月 17 日(土)20:00－21:00 

スピーカー：布施泉氏(北海道大学) 

テーマ：SARTRAS 共通目的事業による著作権学習教材の

制作と公開   

会 場：Zoom によるオンライン開催 
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プログラム：20:00－20:15【話題提供】 

20:15－21:00 【フロアとのフリーディスカッション】 

 
第 30回 CIEC サタデーカフェは「SARTRAS 共通目的事

業による著作権学習教材の制作と公開」をテーマに、

北海道大学の布施泉氏による話題提供となりました。

「SARTRAS（サートラス）」とは一般社団法人である授

業目的公衆送信補償金等管理協会の略称です。その

SARTRAS では共通目的事業を展開しており、集められた

授業目的公衆送信補償金の一定割合を「『著作権及び著

作隣接権の保護に関する事業並びに著作物の創作の振

興及び普及に資する事業』に支出しなければならない。」

と著作権法で定められているそうで、その一部が共通

目的事業に充てられているそうです。今回は、布施氏

をはじめとする大学教員グループでこの事業の一環と

して取り組まれた著作権学習教材の制作および公開に

ついてのお話を伺いました。そもそも、「授業目的公衆

送信補償金」というのは、第三者の著作物に対してそ

れらを授業の過程で公衆送信するために支払う補償金

のことを指しており、校種により定められている 1 人

あたりの価格を学校設置者が SARTRAS に支払う仕組み

のことです。布施氏は AXIES（大学 ICT 推進協議会）の

プロジェクトメンバーとして共通目的事業への応募に

関わっておられ、2022 年度に採択を受け、2 年間かけ

て著作権教材の開発を行っておられるそうです。そこ

では、教員向け教材と学生向け教材を開発されている

ようで、「すごくわかる著作権と授業」という冊子や「基

礎から学ぶ著作権」という動画を制作されています。

著作権は少し理解しにくい面もあるということから、

その制作では、著作権法 35 条（授業の過程での他者の

著作物の利用）の運用

を中心とした、教育現

場での適正な著作権

処理について理解を

促すことを目的に、わ

かりやすい教材の開

発を心がけておられ

ます。また、教材とし

て自由に利用できる

ライセンス（CC ライ

センス）のもので、教

員向けおよび学生向

けのコンテンツの開

発を進められています。「基礎から学ぶ著作権」動画で

は現在 8 編を公開し、追加 15編が用意され、様々なト

ピックで学習できるようになっています。制作につい

ては弁護士にも監修いただいているということで、安

心して使ってもらえる出来になっているということで

した。さらに、出演されている役者さんのインタビュ

ー動画もあり、メイキング動画ということで作られて

いるようなのですが、そこでは役者さんのおすすめ動

画が紹介されており、役者さんが実際に演じられて感

じた生の声を聞くことができるようです。最後に、こ

れを踏まえて、今日参加されている先生方といろいろ

情報交換をできればと提起されたところで話題提供は

終了しました。 

ここからは、質疑応答に移りました。最初は、「ここ

で制作された動画については、SARTRAS への支払いなど

をせずに使用してもよいのですか？」という質問が出

され、「こちらで提供しているコンテンツについてはす

べてクリエイティブ・コモンズ・ライセンスで公開し

ているものなので支払いは気にしなくても大丈夫です。

動画は改変不可ですが、どんどん使っていただければ。」

というお答えでした。また、「動画リストにある AI に

関するものに興味があります。いま現場で suno という

歌詞を入力すれば AIで楽曲を作ってくれるというもの

があり、それを使って、学校で過ごした思い出を一言

ずつ集めて、それを歌詞にして楽曲を作り、できた音

楽は誰のものなのかという授業をしてみたいと考えて

いる。まだよくわかってないところなので、年次更新

で膨らんでいくことを期待しています。」という発言に、

「文化庁で、『AI と著作権に関する考え方について』の

素案についてのパブリックコメントが締め切られたと

ころですので、生徒たちにこういったことが話題に上

がっていることを示すのもいいかもしれないですね。

私達の動画では作ってしまうとなかなか変えられない

ので、AI を動画の話題としてあげるのは難しいです。」

と答えられ、それに加えて、「素案を見ている限りでは、

創作的に人が絡まない限りは著作物性がないという方

向で行くのではないかという感じはします。ただ、ど

こまでいくと創作的な寄与と考えるかということも書

かれているのですが、私は個人的にあまり賛成できな

いところもあるので、今後著作権法がどのように変わ

っていくのか注視したいと思っています。」ということ

でした。また、「私は、いろいろと教材を用いながら、

学生に対して著作権教育を行っていますが、先生によ

っては、著作権というものを正しく意識しておられな

い感じがします。他校ではどうなのか、また、どのよ

うにそれを啓蒙していけばよいとお考えですか。」とい

う質問が出され、「今回制作した冊子で基本的には教員

向けの制作物は完了しているのですが、この冊子の内

容は、CC ライセンスの下で自由に改変して使ってもら

ってもよいということにしており、かなり読みやすい

仕上がりになっているので、ぜひこれをお使いいただ

いて、啓蒙活動していただければと思っています。」と

のことで、「大学の FD などでもテキストにしていただ

ければいいのでは。」ともおっしゃられました。「この

冊子等を制作され、配布される中で、先生方の意識は

どのようかということを聞かれる機会はありました

か。」という質問では、「配布している冊子については

かなり好評でした。Web 版では著作権クイズや吹き出し

のクリックで詳しいことも載せているのでそこも見て

いただければより詳しい理解につながると思います。」

といわれ、「実際、学校の先生から音楽会についての質

問をいただき、そういった具体的な事例で、注釈が冊

子に追加されたと（担当者から）聞いています。」とも

おっしゃっておられました。このあと、著作権の解釈

に関する話に発展し、「学校現場でいろいろな先生から、
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『これって著作権的に大丈夫なの？』と聞かれること

も多いが、法律の解釈は難しくなかなか判断できない

ことも多いです。学校で当たり前のように行われてい

ることでも本当にそうしないといけないのかと思い、

モヤモヤすることがあります。」という話や、「学校現

場で著作権のこと聞くと、最終的には著作者の判断に

なってしまうので、『このようにしておいた方が無難な

のでしょうね。』 ぐらいにしか答えられないのがいつ

も困っているところではあります。」という話が出され

ました。また、「著作権がわかったというのはどういう

ことを指すのか、どういう状態が理解できる人になっ

ているのかということを考えています。授業では事例

ばかり取り上げていて、態度は伴っているのかと感じ

ることも多いです。」という質問には、「私自身もわか

っているかと言われれば、まだまだわかっていないこ

とも多いのですが、まずは著作権とはどういうものな

のかは知ってほしいです。その上で何かを創作したと

きに、文芸、学術、美術などのカテゴリーはあります

が、創った人をきちんとリスペクトすることも大切だ

と思います。また、著作権は登録の必要がない無方式

主義になっていますが、作文を書いたり、絵を描いた

りという作る側にもなるというところがあり、その作

る側と使う側のバランスをきちんと考えなくてはなら

ないと思っています。そうでないと社会としてよくな

いことが起こるというところは理解しといてほしいと

思っていて、年代に応じて理解の程度が異なりますが、

とても大切なことだと思っています。」というお答えで

した。 

今回は 12 名の参加でしたが、とても内容の濃いサタ

デーカフェとなりました。最後にもありましたが、著

作権について、どのような状態になればわかったと言

えるのかという質問が、著作権教育の本質をついてい

るのではないかと感じました。著作者に敬意を評し、

文化を発展させていくという思いを持つことが大切だ

と改めて感じました。今回の話題提供者である布施氏

を始め、ご参加頂いた方々にこの場をお借りして厚く

御礼を申し上げます。ありがとうございました。（文

責：平田義隆） 

 

【第 31回 CIECサタデーカフェ】  
【開催概要】 

開催日：2024 年 4 月 20 日(土)20:00－21:00 

スピーカー：道下あかね氏(東大阪市立枚岡西小学校) 

テーマ：今後の多文化共生社会に向けた授業づくり、

学校の取り組み   

会 場：Zoom によるオンライン開催 

プログラム：20:00－20:15【話題提供】 

20:15－21:00 【フロアとのフリーディスカッション】 

 
第 31 回 CIEC サタデーカフェは「今後の多文化共生

社会に向けた授業づくり、学校の取り組み」をテーマ

に、東大阪市立枚岡西小学校の道下あかね氏による話

題提供となりました。道下氏は大阪府の小学校教員で、

外国語（英語）専科として勤務されておられます。昨

年度は１年間、京都教育大学教職大学院に在籍され、

本日のテーマである多文化共生について研究されてい

ました。 

最初に、道下氏の自己紹介、ならびに東大阪市の紹介

からスタートしました。そこで紹介されたのが、「在留

外国人数」のグラフなのですが、平成２５年度は約２

００万人だったのに対し、コロナ禍で一旦減少したも

のの、令和５年度では約３２２万人にまでなっている

というものでした。また国別に見ても、ベトナム人が

急増しているようで、それは東大阪市でも例外ではな

いようです。東大阪は下町文化の残る地域ということ

もあり、工場勤務などをされる外国人も多くなってい

るようです。そのような状況の中、道下氏は、大学時

代に国際理解教育に出会われ、また、オーストラリア

での語学研修の経験や、前任校での日本語指導加配教

員等の経験もあり、さらに、昨年度の教職大学院での

経験も大きく影響し、多文化共生社会に興味を持たれ

たそうです。勤務校も外国にルーツのある子どもが多

く、勤務の都合上、隣の枚岡東小学校の６年生も担当

されているようです。勤務校自体は、多文化共生教育

に理解もあり、学校目標にも人権教育などが掲げられ

ています。こちらの学校には昨年度実績で、合計２６

名もの外国籍の子どもが在籍しておられるそうです。

そういったこともあり、東大阪市では給食の献立にも

多様化を意識した海外のメニュー(例えば豚キムチな

ど)が提供される日もあるようです。 

授業では、１年生でハングルカルタに親しむ実践を

されています。今まで習った言葉を実践で使い、ハン

グルに親しみながら授業をされているそうです。そう

いった活動は教室内だけでなく、成果物を廊下などに

も貼り出し、子どもたちが全員見られるように工夫も

されているそうです。そのような中で、道下氏はすべ

てのルーツの子どもたちが共に生活・学習する中で言

葉を使ってやり取りできることを目標としていること

から「多言語カルタ」の実践に取り組んでおられます。

当然、学校によって子ど

ものルーツも異なるた

め、使用言語も変えてい

るそうです。カルタは取

札にその絵を描き(例え

ばりんごの絵など)、読

み札には、子どもたちの

使用言語(日本語、韓国

語、中国語、ベトナム語

など)をすべて書き、ル

ーツの異なった子ども

たちが混ざり合って一

緒に取り組むものとなっています。カルタに集中して

取り組め、いろいろな国の言語に触れられると言った

成果がある一方で、教師がすべて読み上げ、わからな

い言語も多く、Google 翻訳に頼っていたが、それが間

違っているなど課題も多かったそうです。それを踏ま

え、昨年度は大学院の実習校(６年生)で京野菜の描か

れた多言語カルタに取り組まれました。ここでは、読

みにくい言語にカタカナでふりがなを付けたことなど、
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以前より工夫もされたそうです。また、他国の言語を

先に読み上げ、その後日本語を読むと言った工夫も加

えられたようです。偶然ですが、子どもたちが食育に

取り組んでいる時期と重なり関連性を持てたことや、

工夫したことも生かせ、スムーズに行えたようです。

今後の課題としては、多言語共生とは何かを問うこと

や、カルタの他の種類の開発、カルタ以外の多言語共

生授業の開発(昨年度はアンコンシャス・バイアスに付

いて実施されています。) 、教科との関連付けなどが

挙げられるようで、これらの課題が示されたところで、

話題提供は終了となりました。 

ここからは、参加者を交えての質疑応答の時間とな

りました。東大阪市では、他市よりもベトナムやイン

ドネシアの方が増えていることについて伺うと、現在

通訳の方を探すのが困難になっているらしく、保護者

懇談なども実施しにくく困っているということでした。

技能実習生などとして個人で渡日しているというより

も、家族全員で渡日しているケースも増えているそう

です。また、「ここで対象にしている方は、外国にルー

ツがあるといったくくりだが、在日として二世や三世

になっている人などの扱いについてはどうでしょう

か。」といった質問では、「そういった方の集計も学校

ではしているが、基本的には公表されるものではない。

それぞれの人やそれぞれの学校でいろいろな状況を抱

えている場合もあるので、扱いは慎重にしなければな

らないと考えています。」というお答えでした。また、

韓国語や中国語の中でもニュアンスの違いなどがある

ことへの対応についてはどうかという質問では、色々

あることは承知しているが、今回は１つだけを扱うと

いうことでさせてもらったという回答でした。また「カ

ルタを実践したことを通して感じられたことを教えて

下さい。」という質問には、「日本の子が他言語でカル

タを読み、それをその言語をルーツとしている子ども

が取札を楽しそうに取っている姿を見て、周りの子も

『取れてるやん！』などと楽しみながら取り組めてい

る姿を見て、互いに心から理解し合っていることを感

じた。勤務校では多文化共生教育を推進していること

もあり、学校内でも違和感なく子どもたちが溶け込ん

でいる様子が見られる。外国にルーツのある子にも優

しく、自分の思っていることが推進されていることが

とても嬉しく思う。」と答えられています。これについ

ては、子どもたちから好奇心が出てきたり、関心が出

てきたりすることは大きいのではないかという話も出

ました。みんな英語が苦手だと言いながら、一生懸命

頑張って勉強している姿も見られているようです。こ

こで、今年度(まだ始まって２週間ということでしたが

…)取り組んでおられる様子のスライドを拝見して、終

了時間となりました。 

今回は１１名の参加で、参加人数は少なかったです

が、CIEC では大変貴重な小学校での実践をお聞きでき

た回となりました。勤務されている学校によって方針

があり、子どものルーツを開示できるかどうかによっ

ても授業の運営が異なることもあり、まだまだ苦労も

されているようです。お話を伺って、大人が考える以

上に、子どもたちの間には変な壁もないのでしょうが、

このカルタを通じて、よりお互いを分かりあえるよう

になっていて、大変素晴らしいツールだと感じました。

おそらく、これからもっと多くの外国人が渡日して、

日本人の人口が減少していくと予想される中、多文化

共生教育の必要性について改めて考えさせられた回と

なりました。今回の話題提供者である道下氏を始め、

ご参加頂いた方々にこの場をお借りして厚く御礼を申

し上げます。ありがとうございました。（文責：平田義

隆）  

 

【第 32回 CIECサタデーカフェ】  
【開催概要】 

開催日：2024 年 5 月 18 日(土)20:00－21:00 

スピーカー：白土由佳氏(文教大学) 

テーマ：ソーシャルメディアを通じたコミュニケーシ

ョンにおける露出と覗き  

会 場：Zoom によるオンライン開催 

プログラム：20:00－20:15【話題提供】 

20:15－21:00 【フロアとのフリーディスカッション】 

 
 

第 32回 CIEC サタデーカフェは「ソーシャルメディア

を通じたコミュニケーションにおける露出と覗き」を

テーマに、文教大学の白土由佳氏による話題提供とな

りました。2024 年 3 月に「はじめてのソーシャルメデ

ィア論」という書籍を刊行されたということで、まず

はこの書籍についてのお話から始まりました。この書

籍の一番のポイントは、メディア研究の系譜に位置づ

けるということを意識して書かれたことだそうで、最

初に身近な話題からスタートし、技術基盤の話を行い、

そしてメディア論を展開していくという進め方になっ

ています。またソーシャルメディア史についても詳し

く扱い、ソーシャルメディアと社会構造(ネットワーク

サイエンスのお話)、文化、政治へと話は進んでいく構

成です。体系的にまとめたこの本を、白土氏の講義テ

キストにしているそうです。次にこの書籍を作った背

景について話されました。白土氏の勤務先である文教

大学では４年に１度カリキュラムの見直しをすること

になっており、２０２１年度からは「メディア表現領

域」としていたものを「マスメディア領域」と「ソー

シャルメディア領域」の２つに分けることになったそ

うで、後者の領域において、学科のカリキュラムを下

支えする科目として「ソーシャルメディア論」を新規

開講したそうです。そこでの授業内容をいろいろ考え、

今回の著書の目次のような流れになったという背景が

あるそうです。そして、「ソーシャルリスニング」など

の演習科目では、著書の第６章「ソーシャルメディア

とコミュニケーション」、第７章「ソーシャルメディア

と社会構造」、第８章「ソーシャルメディアと文化」に

対して計量的にアプローチを行っていくと風に考えて

おられるようです。授業内では、スライドを使わずに

動画や資料を見せながらテキストを表示しつつ、口頭

で説明するというスタイルを取っておられるそうです。

テキストを PDF ファイルに落とし、大事なところに線
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を引いて示して進めておられるそうです。また、テキ

スト中に QR コードを適宜配置しておられ、関連コンテ

ンツやコラムのようなものを自分で調べられるように

工夫されています。また著書の中では、すべての章で

演習問題を準備されており、授業中に出した課題に対

してその場でフィードバックすることで、自分がどの

ような傾向にあるのかなどを考えられるような設計に

されているそうです。その後、授業実践についての事

例についてのお話があり、最後にメディア論という観

点からメディアリテラシー教育にどのような貢献が可

能かなど今後の展望についてお話をされたところで話

題提供が終了しました。 

ここからは参加者を交えての質疑応答の時間となり

ました。まず出されたのが、「メディア論というのは難

しいと思う部分があり、まずメディア論といえば、マ

クルーハンから入るが、彼がメディア論を書いたのは

1986 年で今から約 40 年前なので、今の大学生はきっと

分からないだろうなと思います。時代が変わっていく

ことで、メディア需要も変わるし、社会情勢でも変わ

ってくるので、そういった難しさもあろうかと思いま

す。そのような中で、今回、大学講義用に教科書を作

られた意図や苦労などがあれば聞かせてください。」と

いう話に対して、白土氏は「私の中ではマクルーハン

は偉人枠なのですが、実

は、この本の著作に際し、

工夫したところがあり

ます。例えば、第３章の

ソーシャルメディア論

の視座のところで、テレ

ビ所有率のグラフを示

しているのですが、『こ

れと同じような形で急

激に普及が進んでいる

のは、皆さんの世代だと

スマートフォンだよね。

だからその意味ではここの研究をしなければならない

というのがマクルーハンにも通ずるよね。』という話は

しています。また別の視点では、ソーシャルメディア

史を入れているのですが、あえて最近(２０２０年以

降)は、まだ学術的知見がたまっていないこともあり、

意図して入れていません。『みんな教えてね。』という

感じで授業をすると盛り上がったりするということも

あり、そのような姿勢を取っています。」とおっしゃっ

ています。また別の質問で、「この本を作るにあたって、

いわゆる陳腐化対策はどのようにされていますか。」と

いう質問には、「出したそばから陳腐化すると感じたこ

ともあり、この本を書いている途中に Twitter の名前

が変わるなどということも起きたので、おっしゃる通

りだと思います。実感がないというのが困るというこ

とで、授業としては、近未来をイメージするために映

画の予告編を見るとか、サザエさんを題材に電話の話

をするなど、そういうものを手がかりにすることもあ

ります。」というお答えでした。また、「この本は１０

章構成ですが、１５回の授業にどのように割り振って

いますか。」という質問には、「１０章のうち、第３章

が大きいので２つに分け、ガイダンスと２回の試験と

予備に１コマとっています。」と答えられました。また、

「学習目標はどのように設定されていますか。」という

質問には、「１つはソーシャルメディアの視座を身につ

けることを目標に設定しています。もう１つは、ソー

シャルメディアを歴史的な観点で整理し理解すること

を目標にしています。」とのお答えでした。他にもいく

つかお話はありましたが、このあたりで時間になり、

終了となりました。 

今回は１５名の参加で、終始アカデミックな話題で

盛り上がりました。私は中学校や高等学校で授業をし

ている立場ですが、参考になる話も多く、テキストも

わかりやすくまとめられており、とても楽しく、有意

義なお話をたくさん伺うことができました。今回の話

題提供者である白土氏を始め、ご参加頂いた方々にこ

の場をお借りして厚く御礼を申し上げます。ありがと

うございました。（文責：平田義隆） 

 

【CIEC第 131回研究会】  

【開催概要】 

開催日 6 月 9 日(日) 17:00－18:30（日本時間） 

講演者： Dr. Patrick Carmichael (University of 

Cambridge, UK) 

テーマ：Towards a Global Digital Infrastructure for 

Close-to-Practice Research in 

会 場：Zoom によるオンライン開催 

 
研究会報告： 

Patrick博士は先に自己紹介及び Camtree(Cambridge 

Teacher Research Exchange:ケンブリッジ教師研究交

流グループ)について紹介がありました。Camtree は現

在世界中の個人教員、小中校、大学、専門開発機構、

ブリティッシュ・カウンシルなどと連携し、伝統的な

カリキュラム開発、言語教育、教室実践などに関連す

る研究だけではなく、データサイエンス、AI、STEM な

ど新たな領域を教師研究にも取り込んであります。 

次に、Camtree のデジタルライブラリについて紹介が

ありました。デジタルライブラリは教師の知識の共有、

創造、合成、及び永続的に保存することを目的に開発

されました。また、デジタルライブラリにおける論文

のコレクション、査読方法、リポジトリ管理などにつ

いて紹介がありました。その他、AI を活用し、教室実

践に関連する質問をすると、チャットボットが自動的

に回答をまとめ、デジタルライブラリ中の関連論文を

リストできる CamGPT について紹介がありました。まだ

開発中のプロトタイプでありますが、秋に実用する予

定があります。 

最後に、教育実践とつなぐデジタルインフラに関連

する紹介がありました。Camtree が目指す未来の教育研

究のネットワークは分散型、オープン、AI 対応のネッ

トワークインフラであり、これにより、教師研究の成

果を長期的に保存、共有、そしてグローバルに促進す

ることが可能になります。最後に、教育におけるグロ
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ーバルな課題は、グローバルな解決策が必要であると

講演を締めました。 

講演終了後、参加者がデジタルライブラリのデモン

ストレーションや、日本から Camtree に参加の可能性

などについて質疑し、活発な意見交換が行われました。 

この研究会では、新しい試みとして、字幕アプリケ

ーション「ZMEETING」を利用することにより、ほぼリ

アルタイムで日本語訳を確認することができる仕組み

を取り入れました。報告者：李 凱（獨協大学） 


